
稲
作
近
代
化

と
営
農
計
画

「
数
年
前
、
米
は
生
産
過
剰
と

な
っ
て
消
費
量
も
減
少
す
る
か
ら

果
樹
、
畜
産
を
や
れ
と
勧
め
ら
れ

近
年
は
米
が
不
足
ず
る
か
ら
と
米

作
奨
励
が
強
く
さ
け
ば
れ
て
い
る

・
」
こ
う
意
見
が
人
の
集
り
で
出

さ
れ
る
。

確
か
に
農
業
基
本
法
制
疋
当
時

の
見
通
し
と
し
て
、
果
樹
、
畜
産

の
規
模
拡
大
が
な
さ
れ
た
こ
と
は

や
は
り
日
本
農
業
の
新
し
い
方
向

へ
の
脱
皮
だ
っ
た
。
し
か
し
日
本

人
の
主
食
で
あ
る
米
に
対
す
る
考

え
方
に
は
大
き
な
誤
り
が
あ
っ
た

即
ち
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ

闕
如
量
の
増
加
に
片
寄
っ
た
。
昨

年
も
豊
作
で
は
あ
っ
た
が
今
後
も

長
期
的
に
不
足
状
態
が
続
く
こ
と

は
必
然
的
で
。
今
年
も
し
っ
か
り

米
の
増
産
に
努
刀
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
の
稲

作
の
営
農
計
画
に
つ
い
て
述
べ
て

み
る
。

○

多

収

穫

へ

の

道

米
は
土
で
っ
く
れ
、
麦
は
肥
料

で
っ
く
れ
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、

最
近
は
米
も
肥
料
で
つ
く
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
。
し
か
し
米
作
日

本
一
農
家
の
場
合
は
長
年
良
質
な

堆
肥
を
多
投
し
、
客
土
を
行
い
、

深
耕
を
や
り
、
排
水
を
よ
く
し
多

収
殻
の
道
を
、
圸
力
づ
く
り
耕
土

培
養
に
求
め
で
き
た
と
云
え
る
。

清
風
句
会

梅
雨
の
ご
と
雨
の
降
る
な
り
彼
ヰ

入
り
　
　
　
　

蓮
　
水

拈
れ
し
や
と
惜
し
み
し
梅
に
花
一

輪
　
　
　
　
　
　
か
　
牛

自
然
薯
の
藁
包
大
事
満
ば
車

一
　
平

ほ
う
ふ
っ
と
戦
友
の
面
影
㈲
法
会

元

葉
ご
も
り
に
た
っ
た
一
輪
紅
椿

旬
　
一

三
の
糸
ぶ
つ
ん
と
閇
れ
て
さ
え
返

る
　
　
　
　
　
　
鈴

久
に
逢
う
孫
の
背
も
の
び
日
脚
の

多
収
搜
に
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る

が
、
圸
力
づ
く
り
耕
土
培
養
が
長

年
の
労
力
と
、
資
本
を
投
人
し
て

実
現
ず
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
近
年

の
農
村
事
情
や
、
早
急
に
増
。産
し

よ
う
と
す
る
現
時
点
に
お
い
て
な

か
な
か
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
地
力
づ
く
り
や
、
耕
土
培
養

は
多
収
穫
の
基
本
的
条
件
で
あ
る

が
、
「
深
耕
」
十
「
密
植
」
十
「

集特作米

多
肥
」
十
「
合
理

的
病
害
虫
防
除
」

十
「
短
桿
耐
肥
性

を
も
つ
多
収
穫
品

種
採
用
」
に
よ
る

多
収
穫
法
が
早
道

と
考
え
る
‘

そ
の
場
合
に
そ
の

品
種
の
多
収
性
を

充
分
生
す
べ
く
、

ぶ
　
　
　
　
　

お
き
な

子
の
家
に
泊
り
重
ぬ
る
春
嵐

千
　
代

人
の
米
ぬ
客
問
な
れ
ど
も
椿
挿
す

九
　
重

二
三
声
何
鳥
な
ら
む
春
洩
く

義
　
雄

寒
林
を
透
け
て
朱
欄
な
何
祀
る

免
　
史

忝
は
愛
し
所
得
申
告
済
む
ま
で
は

無
事
済
み
し
人
間
ド
ッ
ク
二
月
尽

朝
詣
春
一
番
の
風
に
向
き

選
者
　
　
雲
　
仙

次
は
四
月
二
二
日
（
土
）
で
す

雑
詠
を
公
民
館
へ
か
出
し
下
さ
い

「
基
幹
品
種
」
＝
ヤ
マ
ホ
ヵ

ヤ
マ
ビ
コ
、
金
南
風
、
新
千
本
、

の
り
く
ら
、
し
か
し
実
際
は
農
家

個
々
に
お
い
て
は
営
農
事
情
や
立

地
条
件
が
異
る
の
で
、
更
に
充
分

こ
の
内
か
ら
取
捨
選
択
し
て
ほ
し

い
。
又
自
分
が
植
付
け
る
品
種
に

つ
い
て
は
充
分
品
種
の
特
性
を
知

り
尽
く
し
て
そ
の
特
性
を
生
す
こ

と
か
大
切
で
あ
る
。

（
ロ
）
合
理
的
な
病
害
虫
防
除

多
収
穫
を
狙
う
場
合
は
病
害
虫

が
多
発
す
る
の
で
、
充
分
注
意
し

防
除
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
今

年
は
「
植
付
前
」
の
ヒ
メ
ト
ビ
ウ

ン
カ
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、
「

本
田
初
期
」
の
葉
イ
モ
チ
病
「
生

育
中
期
」
の
紋
枯
病
、
二
化
メ
イ

虫
「
出
穂
前
后
」
の
穂
首
イ
モ
チ

病
、
枝
梗
イ
モ
チ
病
の
防
除
に
つ

い
て
は
徹
底
的
に
や
る
。

（
ハ
）
密
植

植
付
距
離
に
つ
い
て
は
三
隅
で

は
2
2
.
5
ｃ
ｍ
Ｘ
2
2
.
5
ｃ
ｍ
 
<
坪
当

り
6
4

株
）
、
3
0
ｃ
ｍ
×
1
5
ｃ
ｍ
（
坪
当

り
7
2

株
）
の
二
通
り
が
多
い
が
、
植
付

株
戮
を
増
す
こ
と
は
植
付
の
労
力

も
苗
も
多
く
い
る
の
で
、
増
収
の

第
一
歩
は
面
積
当
り
モ
ミ
数
を
増

す
こ
と
に
あ
る
。
植
付
株
数
も
坪

当
り
七
〇
一
八
〇
株
程
度
に
増
し

穂
か
Ｉ
、
三
〇
〇
一
一
、
五
〇
〇

本
位
は
立
て
る
こ
と
が
理
想
で
あ

ろ
う
。
そ
の
手
段
と
し
て
直
播
や

機
械
幀
、
植
苗
紙
稲
作
が
、
労
力

的
に
も
苗
の
問
題
も
斛
决
し
て
く

れ
る
。

（
二
）
深
耕

深
耕
は
水
田
の
下
層
土
に
あ
る

蓄
積
養
分
を
作
土
に
戻
す
こ
と
な

の
で
、
下
層
上
の
状
態
が
よ
い
場

合
は
尖
に
土
壌
の
若
返
り
法
と
し

て
面
白
い
方
法
と
思
う
。
し
か
し

秋
落
型
の
漏
水
田
が
多
い
町
で
は

充
分
ぼ
耕
の
で
き
る
水
田
の
少
な

い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

（
ホ
）
多
肥

施
肥
に
つ
い
て
は
チ
ツ
ソ
、
リ

ン
サ
ン
、
カ
リ
の
三
要
素
を
充
分

検
討
す
る
と
共
に
、
施
川
時
期
が

一
番
亜
要
で
あ
る
。
特
に
チ
ツ
ソ

に
つ
い
て
は
積
極
的
に
必
要
な
時

期
と
あ
ま
り
必
嬰
こ
な
い
時
期
と

を
区
別
す
る
。

即
ち
積
極
的
に
必
要
心
時
期

①
植
付
１
出
穂
前
四
十
五
日
迄

②
出
穂
齠
二
十
口
‐
出
穂
成
熟
迄

あ
ま
り
必
要
で
な
い
時
期

①
出
穂
前
四
十
五
日
か
ら
二
十

日
前
迄
。

チ
ッ
ソ
は
い
つ
も
一
定
し
て
効
く

と
倒
伏
す
る
だ
け
で
な
、
過
繁
茂

に
な
っ
て
モ
ミ
数
は
甚
し
く
増
加

す
る
が
、
反
面
甚
し
く
稔
実
歩
合

が
低
下
し
て
減
収
と
な
る
。

チ
ッ
ソ
の
施
肥
時
期
と
分
施
割
合

は
次
の
割
合
が
無
難
で
あ
る
。

元
肥
（
全
量
の
三
〇
％
）
植
付
直

后
（
全
量
の
二
〇
％
）
約
三
〇
日

間
位
は
施
肥
し
な
い

出
穂
二
〇
日
前
（
全
量
の
三
〇
％
）

出
穂
一
〇
日
后
（
全
量
の
二
〇
％
）

多
収
穫
栽
培
の
場
合
チ
ッ
ソ
と
共

に
最
近
問
題
に
な
る
の
が
微
量
要

素
で
あ
る
。

特
に

Ｉ、
ケ
イ
サ
ン
」
の
吸
収
が

必
要
で
あ
る
。
生
産
量
一
五
〇
キ

ロ
当
り
の
必
要
量
は
成
分
量
で
三

〇
キ
ロ
で
あ
る
か
ら
、
六
〇
〇
キ

ロ
（
四
石
）
生
産
の
場
合

匸
一
〇

キ
ロ
必
要
と
な
り
、
こ
の
内
三
〇

％
は
天
然
供
給
で
あ
り
、
七
〇
％

は
土
壌
吸
収
で
あ
る
か
ら
八
五
キ

ロ
は
ケ
イ
カ
ル
又
は
グ
リ
ン
ア
ッ

シ
ュ
で
補
う
。

●
ケ
イ
カ
ル
使
用
の
場
合
９
八
五

キ
ロ
・一・
三
八
％

―
約
二
〇
〇
キ

ロ
施
川
（
六

―
七
袋
）

●
グ
リ
ー
ン
ア
ッ
シ
ュ
使
用
の
場

合
＝
八
五
キ
ロ
÷
一
・
五
八
％
＝
約

一
五
○
キ
ロ
施
川
（
四
ー
五
袋
）

○

結

び

反
収
が
Ｉ
〇
俵
に
な
れ
ば
今
よ

り
経
宮
規
模
が
三
割
も
増
え
た
こ

と
に
等
し
く
な
り
、
農
家
経
営
上

最
も
安
定
し
て
く
る
。

農地 涅限 倩廁湎:价有丞兀利 数

行
事
メ
モ

／

’

「
収
量
」
「
面
積
当
た
り
モ
ミ
数

」
十
「
登
熟
歩
合
」
で
決
ま
る
が

●
必
要
モ
ミ
数

反
収
三
石
の
場
合
＝
坪
当
り
モ

ミ
数
七
四
、
七
五
〇
粒

反
収
四
石
の
場
合
＝
坪
当
り
モ

ミ
数
九
九
、
六
六
四
粒

反
収
五
石
の
場
合
＝
坪
当
り
モ

ミ
数
十
二
四
、
五
八
〇
粒

颶
登
熟
歩
合
八
五
％
以
上
｛
不
稔

一
五
％
は
仕
方
な
し
｝

こ
の
必
要
な
モ
ミ
数
は
今
迄
の
草

稲
作
り
か
ら
考
え
て
も
技
術
的
に

そ
う
雉
し
く
な
い
か
ら
、
暖
地
稲

作
の
ポ
イ
ン
ト
は
最
終
的
に
は
登

熟
歩
合
を
高
め
る
競
争
と
な
る
。

「
生
産
デ
ン
プ
ン
」
１
「
呼
吸
作

用
に
よ
る
消
費
デ
ン
プ
ン
」
＝
「

貯
蔵
デ
ン
プ
ン
」

貯
蔵
デ
ン
プ
ン
は
特
に
出
穂
前
の

稲
の
姿
を
小
さ
く
し
て
（
消
費
デ

ン
プ
ン
を
防
ぐ
）
出
稲
后
の
デ
ン

( S39- 4UP)

Xl】吊
f l’ 数　面 積
32　38, 120 観2

2　1, 655

34　39, 775

祁 年
件 数　 面 積

56　56, 428  m2
21　18, 247

77　74, 675

所　ｲj 　 権　移　 転

39年
件 数　 而 嘖

41年f l数 面積
3　1, 288㎡

28　12, 911
31　14, 199

55　88, 402nf

16　21. 9E6

71　110, 388

用

39年
f l 数　 匳 積

12　14, 37 ％?
18　　　7, 599

30　21, 978

自 作 地

小 作 地

計

転

４ 条

５ 条

計

ン
偽
　
寿
大
学

二
八
日
　
町
長
、
町
議
選
挙

中
旬
　
婦
人
学
級
開
講
　
衛
生

自
治
会
長
集
会

民
生
委
貝
会

水
稲
直
播
栽
培
研
修
会

下
旬
　
食
品
衛
生
マ
マ
サ
ン
協

力
は
集
会

痘
そ
う
予
防
接
種

「
五
月
分
」

三
日
　
農
協
総
会

八
日
　
森
林
細
合
総
会

一
四
日
　
町
体
予
定

上
旬
　
町
議
会
　
嘱
託
員
集
会

二
六
日
　
清
風
祭

二
八
日
　
寿
大
学
寿
学
級
旅
行

津
和
野
方
面

プ
ン
を
充
分
つ
く
る
こ
と
に
努
め

る
（
稲
は
出
穂
后
に
全
デ
ン
プ
ン

量
の
三
分
の
二
以
上
が
つ
く
ら
れ

穂
と
な
る
‘

●
貯
蔵
デ
ン
プ
ン
を
増
す
方
法

Ｉ
出
穂
四
五
日
前
一

二
〇
日
前

迄
は
チ
ツ
ソ
が
切
れ
る
こ
と

２
出
穂
期
を
早
め
て
成
熟
期
は

好
天
を
ね
ら
う
。

３
後
期
栄
養
を
保
つ
為
、
出
穂

後
も
施
肥
す
る
。

４
生
葉
を
沢
山
残
る
よ
う
に
す

る
（
下
葉
の
枯
れ
上
が
り
、

モ
ン
ガ
レ
病
防
止
）

５
根
の
健
康
に
注
意
し
吸
肥
力

を
鳥
め
る
｛
灌
排
水
に
注
意

很
妬
み
防
止
｝

６
止
柴
と
そ
の
ド
二
枚
の
葉
を

短
く
作
り
、
目
光
の
逍
遥
を

よ
く
す
る
（
出
穂
一剛
四
五
日

ヽ
‐
‐
二
Ｏ
日
前
迄
、
チ
ツ
ソ
分

を
き
か
せ
な
い
こ
と
）

氏
　
名

宮
永
則
男

言
村
朗
子

高
野
　
健

佐
方
　
修

宗
本
雅
彦

河
崎
博
彦

斎
圭
一
郎

末
永
チ
ヨ

木
村
キ
ミ

大
藤
正
直

水
野
サ
ヨ

末
成
喜
三
郎

末
永
実
一

佐
々
木
ヒ
ナ

出
生
　
（
二
月
分
）

41 年
件 数　 面 積

7　5,  £97㎡

40 年
什数　 百 積

4　7, 735r , i

小 作 圸 引 上 げ

39 年
f l 数 面 積

小 作 址 引 上 げ　7　11, 193, J , ’

41年件数 面積
4 10, 443

40年
件 数　 而 積

3 10, 313

賃借権の設置
39年

件数　而積
負俄権の設定1　1, 867 。f

上
田
優
子

白
井
　
恵

藤
野
謙
一

宮
本
拓
也

角
木
真
澄

兼
頭
庸
一
郎

小
野
泰
史

山
城
有
里
恵

前
田
美
雪

山
根
弘
恵

木
村
日
出
男

原
川
貴
代
美

高
村
明
美

木
村
み
ゆ
き

河
村
寿
美

辻
野
　
勝

田
原
　
昇

伊
藤
龍
彦

原
田
保
正

大
谷
美
代
子

中
尾
宏
治

小
牧
ハ
ナ
子

村
岡
シ
ヨ

板
垣
卜
づ

戸
初
ゐ
文

三
畩
昌
三

享
明

寿
一

一
義

睦
宏

和
雄

伊
藤
昭
浩

中
村
弘
樹

的
場
時
雄

森
永
美
保

山
田
成
彦

小
野
ト
ミ

末
永
ヒ
ナ

原
田
ソ
ヨ

野
稲
四
郎

岡
本
モ
ミ

綿
野
義
男

正
紀
　
　
浅
田

重
治
　
　
野
波
瀬

忠
幸
　
　
〃

祐
ニ
　
　
〃

直
亮
　
　
〃

勉
　
　
下
中
小
野

満
生
　
　
小
島

修
一
　
　
中
村

巧
　
　
　
沢
江

邦
夫
　
　
中
村

和
雄
　
　
上
げ

龍
浩
　
　
豊
原

義
治
　
　
一
の
瀬

テ
ル
　
　
市

英
治
　
　
浅
田

和
磨
　
　
市

定
之
　
　
土
手

弓
男
　
　
小
島

新
一
　
　
津
雲

政
　
　
　
沢
江

宏
　
　
下
中
小
野

死
亡
　
（
二
月
分
）

も
み
の
沐

豊
凉

ユ
け

生
に心

も
み
の
太

死
亡
　
（
三
月
分
）

小
島

市津
雲豊原

広
田

野
波
瀬

六
四

六
八

六
匹

十
七
六

沢
江

野
波
瀬

豊
原
野
並
瀬

浅
田
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寿 大 学 落 第 式

去る３月28日第９回落第式を行つた

（ ラ ジ オ で 全国 放 送 ）
落 第生 １ ８ ９ 名に 慶 祝 状 が 渡 さ れ 、出
席 者 全貝 に 軽 食 が給 され た。「 よ く出、
た で ショ ー亅 「 きれ い にし たで ショ ー
」 「 よ く 努 めた で ショ ー」 の三 賞 も交

付 され た

滝坂内畑橋の改良

小郡 三隅 線 で町 内 最後 の 橋の 改 良 工 事
もほぼ 完 成し た 。
事業名　橋梁整術事業

巾員　７，５ ｍ　　延長　2, 9 ｍ
事業賞　12 4 0万円

着　 工　 ４１ 年 ８月
工事詰負人　中原半治

ソ レケ イ ・ フ ント ナ
簡 易 水 道 水 源 池 の 活 用

総 事 業 費521, Of 円 （ 国民 年金 融資30
00千円）で湯免に完成し昨11月から給
水 開 始　　 現 在 給水 人 口571 人 だ が 、
計 画 刈］最大 給 水 量113 立方 米 です
水 源 が 強い た め 一日 、3000 立 力米 の 給
水が で き る規 模 で あ る

平 野 の 夏 柑 団 地
５へクターレの団地を形成

開墾　近代化開　植栽　皰付
園資金　　資金　苗木
40年2, 5　41, 4^ 44, 47a 1725
41　0, 7　　－　　　－　　950
42　1. 8　　－　　　一　　未定
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